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１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

私たちは今、「高度情報化社会」を生きています。この 30 年ほどの進化によって、私たちはいつでもどこ
でも世界中の情報に簡単にアクセスできるようになってきています。しかし、その情報は、正しく必要な情
報ばかりではありません。多くの情報の中から、どの情報が自分にとって必要なのか、どれが正しい情報な
のかを見極めることがとても大切になっています。あふれる情報をうまく整理できれば、その中から誰も気
づかなかった意味のあることを見つけ出せるかもしれません。一方、私たちが何気なくつぶやいた一言が、
一瞬で日本中に、世界中に広まるということも起こっています。自分が発した言葉が、自分の想像を超えた
とらえられ方をするという不幸な出来事が誰にでも起こる可能性があるのです。だからといって私たちは口
を閉ざしたままで生きていくことは出来ません。 

また、「高度情報化社会」は様々な情報機器や情報サービスを提供する情報システムで構成されています。
情報機器の基本の仕組みを理解しうまく扱うこと、サービスの仕組みや意味を理解して、使いこなすことは
高度情報化社会の中でよりよく生きていくために必要な知識となっています。 

これから学ぶ「社会と情報」は、「高度情報化社会」についての知識や技術を身につけ、生きるための基礎
となる科目です。なぜ基礎なのかというと、社会の発展はあまりにも早いため、高校で学んだことをもとに
して、対応できるための力をつけてほしいからです。 

この授業を受ける上で皆さんには次のような姿勢を持ってもらいたいと思います。 

＜リサーチクエスチョンを立てる力（分からないことを発見しようとする姿勢）＞ 

・与えられたテーマに沿って、自分から疑問や好奇心を持って、問題を発見してゆく姿勢 

＜分からないことを調べようとする姿勢＞ 

・教科書や参考書、インターネットなどを通じて情報を集め、整理・分析し、課題を解決する方法を 

考える姿勢 

＜自分の言葉で語ろうとする姿勢＞ 

・複数の情報源を参照することで、手に入れた情報が正しいかどうかを分析し、判断しようとする姿勢 
 

２．到達目標 

� 情報及び情報技術を活用するための知識と技能を習得する。 

� 情報に関する科学的な見方や考え方を培う。 

� 社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理解する。 

� 社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を身に付ける。 
 

３．学習評価と評価方法 

 

 

  

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

情報や情報社会に関心をもち、身のまわりの問題
を解決するために、自ら進んで情報及び情報技術
を活用し、社会の情報化の進展に主体的に対応し
ようとしているか。 

 

評価方法 
 

小レポートを中心とした課題、授業態度 

a．関心・意欲・態度 

情報や情報社会における身のまわりの問題を解
決するために、情報に関する科学的な見方や考
え方を活かすとともに情報モラルを踏まえて、
思考を深め、適切に判断し表現しているか。 

 

評価方法 
 

小レポートを中心とした課題、授業態度 

b．思考・判断・表現 

情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本
的な知識を身に付け、社会における情報及び情報
技術の意義や役割を理解しているか。 
 

評価方法 
 

調べ学習や課題制作における成果物 

定期考査【１学期末、２学期末】 

d．知識・理解 

情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本
的な技能を身に付け、目的に応じて情報及び情報
技術を適切に扱っているか。 

 

評価方法 
 

調べ学習や課題制作における成果物 

c．技能 



４．学習プログラム（年間学習指導計画） 

学
期 

学習項目 学習内容 
自己 

評価 

評価の観点 
単元（題材）の 

評価方法 

a b c d 
評価規準 

１
学
期
中
間 

プロフィール 

制作 

文書作成ソフトの 

基本操作 
   ○ ○ 

a:情報社会に関心をもち、コン
ピュータを活用した作品制
作（プロフィール制作）に
積極的に取り組もうとして
いる 

b:自分らしさを他者に知って
もらうために必要な情報は
何かを判断し、作品に表現
することができる 

 公表してよい情報なのかを
否かを判断し選択すること
ができる 

c:効果的にプロフィールを他
者に伝えることができるよ
うに、文書作成ソフトの機
能を活用している 

d:コンピュータを活用した情
報伝達の基礎を理解してい
る 

 様々な権利について理解し
ている 

授業観察 

 

ワークシート 

 

課題制作に 

おける成果物

および発表・ 

相互評価 

 

定期考査 

コンセプトマップの 

作成 
 ○ ○   

情報発信と 

守られる権利 
  ○  ○ 

プロフィール制作  ○ ○ ○ ○ 

作品公開 

相互評価 
  ○  ○ 

１
学
期
期
末 

情報社会に  

おける法と  

個人の権利 

知的財産権と著作権  ○ ○ ○ ○ 

a:個人の権利や知的財産権、著
作権など、情報社会における
権利に関心を持って学習に
取り組もうとしている 

b:なぜ個人の権利や知的財産
権は守られなければいけな
いのか、考えることができ
ている 

c:知的財財産権を侵害する行
為をおこなわずに、著作物
の活用をしている 

d:他人の権利への配慮が必要
なことを理解している 

著作権の内容と、著作物の
利用についての事例をもと
に理解している 

授業観察 

 

ワークシート 

 

課題制作に 

おける成果物 

 

定期考査 産業財産権  ○ ○ ○ ○ 

個人情報にかかわる 

権利 
 ○ ○  ○ 

情報の表現 

アナログとディジタル 

数値の表現 
 ○ ○  ○ 

a:コンピュータ内部で情報が
どのように扱われているか
関心をもって学習に取り組
もうとしている 

b:数値の表現を２進法でおこ
なう利点について考えるこ
とができている 

データを圧縮した表現を行
うことができる 

c:１０進法であらわされた数
と２進法であらわされた数
とを相互変換するができる 

ディジタル化した文字や画
像等のデータと、文字や画像
等を相互変換することがで
きる 

コンピュータを活用し、収集
した情報を伝達に適した形
に加工できる 

d:アナログとディジタルのそ
れぞれの長所を理解できる 

  画像や文字、音などが数値で
あらわせることを理解でき
る 

 画像における解像度や色の
階調について理解できる 

授業観察 

 

ワークシート 

 

課題制作に 

おける成果物 

 

定期考査 

色、画像、文字、 

音の表現 
  ○ ○ ○ 

データの圧縮と伸張   ○  ○ 



２
学
期
期
末 

表計算入門 

表計算の基礎 

四則演算 

 

○  ○ ○ 

a:表計算ソフトという情報社
会で必須であるツールに関
心をもって学習に取り組み、
活用をしようとしている 

b:演算方法や関数の使用、グラ
フの種類選択などの判断を
適切に行い、他者に伝わりや
すい表現をすることができ
る 

c:基本的な編集方法を習得し
他者に効果的に伝達できる
ように編集し、活用すること
ができる 

d:演算式・関数の意味や各種グ
ラフの特徴を理解している 

表計算ソフトの操作方法を
理解している 

授業観察 

 

ワークシート 

 

課題制作に 

おける成果物

および発表・ 

相互評価 

 

定期考査 

関数を使って、 

平均や合計を求める 

選択処理をする 

 

○  ○ ○ 

適切なグラフの作成 

 

 ○ ○  

グラフをもとに 

自分の意見を発表 

相互評価 

 

 ○ ○  

情報通信ネット

ワークと情報 

セキュリティ 

情報通信ネットワーク  ○   ○ 

a:情報の伝達手段やネットワ
ーク上のコミュニケーショ
ンサービスについて関心を
もって学習に取り組もうと
している 

 身の回りの情報システムや
情報化に伴う犯罪について、
関心をもって学習に取り組
もうとしている 

b:コミュニケーション手段の
発達や、あたらしいサービス
の登場が生活にもたらした
影響について考える 

c:ウイルス対策ソフトウェア
を正しく利用するなど、コン
ピュータウイルスに対する
予防と対処ができる 

 インターネットを使ったコ
ミュニケーションの、長所・
短所を考えながら使うこと
ができる 

d:情報伝達手段やコミュニケ
ーションサービスの発達に
よって、伝達できる情報の量
が大きくなったことやあら
たな問題点が生じているこ
とを理解する 

授業観察 

 

ワークシート 

 

課題制作に 

おける成果物 

 

定期考査 
情報セキュリティ 

暗号化と復号 
 ○ ○ ○ ○ 

情報システムと 

その実例 
 ○   ○ 

新たなコミュニケー 

ションサービス 
 ○  ○ ○ 

情報化の恩恵と課題  ○ ○  ○ 

２
学
期
中
間 

根拠をもとに 

意見発表 

パワーポイント基礎  ○   ○ 

a:与えられたテーマの発表に
向けて積極的に調べること
や発表をすることに取り組
んでいる 

b:与えられたテーマに対して
積極的にグループ内で協議
し、その結果をグループとし
ての意見をまとめることが
できる 

 意見を述べるとき、根拠を提
示することができ、また他の
グループの根拠と比較する
ことができる 

c:よりよいプレゼンテーショ
ンを行うための工夫をする
ことができる 

発表の態度や声の大きさな
どを意識しながら、相手に理
解してもらえるようなプレ
ゼンテーションを行うこと
ができる 

d:問題解決のさまざまな手法
について理解している 

情報の正誤を判断する方法
について理解している 

授業観察 

 

ワークシート 

 

課題制作に 

おける成果物

および発表・ 

相互評価 

 

定期考査 

スライド表現の工夫  ○ ○  ○ 

情報収集と意見の集約   ○   

発表準備    ○  

発表・相互評価   ○ ○  



３
学
期 

プログラミング
とシミュレーシ
ョン  

アルゴロジック  ○ ○ ○ ○ 

a:プログラミングをはじめと
した情報技術に関心を持っ
て取り組もうとしている 

b:社会で利用されている情報
技術について、メリット、デ
メリットを考察し、ＡＩなど
も含めた情報技術の進展に
ついて考えることができる 

 シミュレーションを行った
結果をもとに考察すること
ができる 

c:プログラミングの基礎的な
技術を使って、試行錯誤をし
ながら簡単なプログラムを
作成することができる 

d:プログラミングの基礎的な
知識を習得している 

授業観察 

 

ワークシート 

 

課題制作にお

ける 

成果物 

日本語プログラミング    ○  ○ 

モデル化と 

シミュレーション 
 ○ ○  ○ 

 

   

※ 表中の観点について  a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


